
Ｂ
ｅ
の
会

　

い
き
な
り
な
話
で
す
が
、
人
は
人
と
し
て
自
分

ら
し
く
生
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

人
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
つ
い
て
も

正
し
い
認
識
と
情
報
が
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、
三
重
県
伊
賀
市
。

か
つ
て
の
伊
賀
の
国
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
認
識
を

お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
地
域
に
暮
ら
す
私

た
ち
は
、
何
か
す
っ
き
り
し
な
い
も
の
を
抱
き
な

が
ら
生
き
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
は
何
者
な
の

か
、
本
当
の
伊
賀
の
姿
は
と
…
」
そ
ん
な
事
に
初

め
て
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
も
う
半
世
紀
も

前
、
中
学
の
地
理
の
時
間
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
、
開
通
し
た
名
阪
国
道
と
地
域
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
考
え
る
授
業
で
し
た
。
高
校
で
は
日
本
史

の
時
間
に
、
県
内
で
の
伊
賀
の
特
異
な
歴
史
と
立

ち
位
置
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
に
至
る
ま
で
大

き
な
影
響
を
受
け
た

の
は
、
人
文
地
理
担

当
の
恩
師
で
あ
る
福

永
正
三
先
生
が
書
か

れ
た「
秘
蔵
の
国
」と

い
う
本
で
す
。
秘
蔵

の
国
と
は
、
藤と
う
ど
う堂

高た
か
と
ら虎
が
自
領
の
大
切

さ
、
重
要
さ
を
述
べ

た
言
葉
で
す
。

　

先
生
の
著
作
は
、
人
文
地
理
の
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
伊
賀
を
考
察
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
学
に

つ
い
て
の
名
著
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
が
伊
賀
の
市
長
で
あ
る
の
も
、
こ
う

し
た
先
人
の
思
い
が
形
と
な
っ
た
も
の
と
思
う
の

で
す
。

　

20
代
の
頃
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
地
元
の
仲
間

と
「
伊
賀
地
域
研
究
会
Ｂ
ｅ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。〝
Ｂ
ｅ
〟 

Ｌ
ｅ
ｔ 

ｉ
ｔ 

Ｂ
ｅ
。
あ
る
が
ま
ま

に
と
い
う
こ
と
。「
伊
賀
人
は
、
伊
賀
人
と
し
て
、

あ
る
が
ま
ま
に
生
き
た
い
」「
本
来
の
居
場
所
を
回

復
し
た
い
」そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
伊
賀
は
三
重
県
。
廃
藩
置
県
で
安あ
の
う
つ

濃
津

県
に
、
翌
年
、
三
重
県
と
改
称
さ
れ
ま
す
。

　

伊
勢
、
伊
賀
、
志
摩
、
紀
伊
を
合
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
ま
と
め
る
の
に
格
段
の
理
由
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
大
半
は
海
の
国
。「
三
重
は
東
海
、
伊

賀
は
関
西
」を
実
感
す
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

伊
賀
生
ま
れ
の
書
家
、
榊さ
か
き
ば
く
ざ
ん

莫
山
さ
ん
と
、
前
衛

美
術
作
家
の
元
永
定
正
さ
ん
の
ス
テ
ッ
カ
ー
も
作

り
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
は
、
何
者
で
あ
る
の
か
を
訴
え
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
半
世
紀

に
わ
た
り
ま
す
。

伊
賀
は
関
西

　

そ
こ
で
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
本
市

を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
近
畿
と
関
西
。「
畿
」
と
は
「
都
」。
畿
内

と
は
朝
廷
の
直
轄
地
で
す
。
大
化
の
改
新
の
詔
み
こ
と
の
りで

は
四
隅
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
東
限
は
、
名な

ば
り墾

の
横よ
こ
が
わ河
伊
賀
で
す
。
近
畿
と
は
都
に
近
い
国
々
で

す
。
た
だ
こ
れ
は
明
治
以
降
の
概
念
で
、
三
重
県

を
含
ん
で
２
府
５
県
。
し
か
し
国
の
行
政
管
轄
上

は
、
三
重
県
を
名
古
屋
圏
と
す
る
事
が
多
く
、
そ

の
場
合「
近
畿
２
府
４
県
」と
言
わ
れ
ま
す
。

　
「
関
西
」は
文
字
通
り
関
所
の
西
側
。
畿
内
を
守

る
た
め
の
３
カ
所
の
関
所
で
あ
る
、
越え
ち
ぜ
ん
あ
ら
ち
の
せ
き

前
愛
発
関
、

美み
の
ふ
わ
の
せ
き

濃
不
破
関
、
伊い

せ
す
ず
か
の
せ
き

勢
鈴
鹿
関
。
そ
の
関
の
西
側
が

「
関
西
」で
す
。

　

近
世
幕
藩
体
制
下
で
は
藤
堂
藩
で
し
た
が
、
津

の「
本
藩
」と
は
別
に
、
伊
賀
に
は
城
代
を
置
き
大

和
山
城
の
領
分
と
一
体
で
し
た
。
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京
都
府
木
津
川
市
な
ど
旧
相そ

う
ら
く楽
郡
、
奈
良
県
奈

良
市
の
大
半
、
天
理
市
や
桜
井
市
、
さ
ら
に
橿
原

市
の
一
部
ま
で
を
含
み
ま
す
。

　
「
伊
賀
城
和
」と
呼
ば
れ
、
伊
賀
と
伊
勢
と
は
別

の
歩
み
を
長
く
続
け
て
来
ま
し
た
。

　

畿
内
の
東
限
伊
賀
は
関
西
で
あ
り
、
近
畿
と
す

る
事
は
理
に
適
う
と
こ
ろ
で
す
。

分
水
界
は
人
文
界

　

で
は
、
地
形
か
ら
。
伊
賀
は
盆
地
の
国
。
お
よ

そ
４
０
０
万
年
前
、
琵
琶
湖
が
こ
こ
に
誕
生
し
ま

す
。
古
琵
琶
湖
で
す
。
そ
の
後
、
北
上
し
て
今
の

琵
琶
湖
と
な
り
ま
す
。
衛
星
画
像
で
は
、
痕
跡
の

平
地
が
北
に
続
き
ま
す
。
そ
し
て
重
要
な
事
は
、

鈴
鹿
布
引
山
地
が
県
内
を
湾
岸
地
域
と
内
陸
地
域

に
大
き
く
分
け
て
い
る
事
で
す
。

　

こ
の
山
塊
に
雨
が
降
れ

ば
、
東
斜
面
は
伊
勢
湾
に
。

西
斜
面
は
木
津
川
へ
。
宇

治
川
、
桂
川
と
合
流
し
、

淀
川
と
な
り
大
阪
湾
に
注

ぎ
ま
す
。
こ
の
事
は
文
化

や
風
習
、
さ
ら
に
は
経
済

圏
な
ど
を
大
き
く
分
け
て

い
ま
す
。
分
水
界
は
人
文

界
な
の
で
す
。

　

食
文
化
も
伊
賀
は
薄
味

関
西
味
覚
圏
。
お
餅
は
、

伊
勢
側
は
東
日
本
角
餅
圏
。

伊
賀
は
西
日
本
丸
餅
圏
。

雑
煮
も
大
違
い
。
伊
勢
側
は
角
餅
す
ま
し
仕
立
て
。

伊
賀
は
丸
餅
味
噌
仕
立
て
。
た
だ
伊
賀
に
は
も
う

一
つ
の
雑
煮
文
化
が
あ
り
ま
す
。
味
噌
仕
立
て
丸

餅
の
雑
煮
を
、
お
椀
か
ら
ひ
き
ず
り
出
し
、
砂
糖

入
り
き
な
粉
に
ま
ぶ
す
の
で
す
。
初
め
て
知
っ
た

時
は
腰
を
抜
か
す
程
驚
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
伊
賀
地
域
東
部
か
ら
南
部
、
京
都
府
の
南
山

城
地
域
、
奈
良
県
東
部
山
間
地
な
ど
に
見
ら
れ
ま

し
た
。「
き
な
粉
雑
煮
」と
名
付
け
た
所
で
す
。

　

言
葉
も
違
い
ま
す
。
三
重
県
全
体
は
近
畿
方
言

で
す
が
、
伊
勢
側
は
外
近
畿
方
言
。
伊
賀
は
内
近

畿
方
言
で
京
都
府
や
大
阪
府
と
同
じ
区
分
で
す
。

　

伊
賀
の
言
葉
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
や
文
法
は
京
言

葉
と
全
く
同
じ
。
大
阪
の
言
葉
と
は
文
法
が
異
な

り
ま
す
。
昨
秋
の
市
長
選
で
市
内
各
地
域
を
ま
わ

り
ま
し
た
。
北
伊
賀
で
は
お
年
寄
た
ち
か
ら
「
そ

う
ど
ず
。
気
張
っ
と
く
れ
や
す
」
と
声
援
を
頂
き

ま
し
た
。
改
め
て
京
言
葉
の
言
語
圏
で
あ
る
事
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

海
の
国
三
重
と
伊
賀
と
は
大
違
い

　
「
三
重
は
東
海
、
伊
賀
は
関
西
」チ
コ
ち
ゃ
ん
に

叱
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
そ
う
は
言
っ
て
も
、
行
政
上
本
市
は
三
重

県
。
公
共
工
事
で
橋
を
架
け
よ
う
と
す
る
と
、
河

川
部
分
は
大
阪
府
の
近
畿
地
方
整
備
局
。
取
り
付

け
道
路
は
名
古
屋
の
中
部
地
方
整
備
局
と
な
り

ま
す
。

　

放
送
も
視
聴
エ
リ
ア
は
大
阪
局
。
責
任
取
材
エ

リ
ア
は
名
古
屋
局
。
せ
っ
か
く
皆
が
頑
張
っ
て

も
、
情
報
発
信
は
思
う
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

定
住
自
立
圏
で
は
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
三
重
県
の

本
市
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
京
都
府
南
山
城
村
と
笠

置
町
。
奈
良
県
の
山
添
村
。
日
本
唯
一
の
３
府
県

越
え
の
広
域
行
政
で
す
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
Ｄ
Ｘ
の
進
展
は
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
今
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

な
事
も
同
時
に
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
本
当
の
利

便
性
と
新
た
な
価
値
の
創
造
は
難
し
い
の
で
は
と

感
じ
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
を
気
付
か
せ
て
く
れ
た
半
世
紀

越
え
の
マ
イ
ブ
ー
ム
。
似
た
環
境
の
地
域
は
各
地

に
あ
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
な
る
理
解
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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